
文部科学省 総合教育政策局 教育DX推進室

MEXCBT・EduSurveyの現状について

資料1-1



学習

フィードバック

教育活動の実践
家庭学習のサポート

学習状況の把握

定期テスト等
の作成

文部科学省
国立教育政策研究所

教育委員会

児童生徒

保護者

教師

様々な学習コンテンツ
・ デジタル教科書・教材
・ ドリル教材
・ 動画コンテンツ

進捗状況報告
指導の改善点の把握

問題のデジタル化
CBTによる学力調査等の実施

CBTの特性をいかした
問題などのデジタル化

※ CBT ： Computer Based Testing 

文部科学省CBTシステム（MEXCBT：メクビット）について

◼ 小・中・高等学校等の子供の学びの保障の観点から、児童生徒
が学校や家庭において、学習やアセスメントができるCBTシステム

◼ 文部科学省が開発（事業者連合体のコンソーシアムに委託）

◼ 国や地方自治体等の公的機関等が作成した問題約４万問を

活用可能

◼現在、公立小学校の70％超、公立中学校のほぼ全てが登録

(ほぼ全ての自治体、約2.5万校、児童生徒等約800万人が登録)

【令和5年7月現在】

◼ 「GIGAスクール構想」 により実現する 「１人１台端末」 を活用し
た 「デジタルならでは」 の学びを実現

学習マネジメントシステム

（学習ｅポータル）

・ 個人ごとの学習の窓口機能

CBTシステム
（ＭＥＸＣＢＴ）

問題バンク

ＭＥＸＴ＋ＣＢＴ
文部科学省 Computer Based Testing
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R2、R3前期
（プロトタイプ）

Ｒ３後期
（機能拡充版）

Ｒ４

●全国数百校で実証
●2,000問搭載
（全国学調等）

●希望する全国の学校で活用
●約２万５千問搭載
（全国学調＋地方学調
＋ＣＢＴならでは問題等）

●機能拡充（年度内に順次機能
追加）

●希望する全国の学校で活用
●さらに問題等を追加
●全国学調ＣＢＴ試行調査等
で活用
●地方学調での試行活用

◼公的なＣＢＴプラットフォームとしてコンテンツや機能を拡充

◼令和3（2021）年12月から、全国の希望する小中高校等での活用を開始

MEXCBTの全体スケジュール
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Ｒ５～

●R５英語話すこと調査等全国
学調での活用

●地方学調での本格活用



〇 R3年度より、全国学力学習状況調査のCBT化に向けた試行・検証を
MEXCBTを活用して実施。

〇 R5年度、中学校３年生を対象とした生徒質問紙調査の一部や英語「
話すこと」調査においてMEXCBTを活用。

１．MEXCBT×全国学調

②問題の共有
・問題バンクをつくり全国の地方自治体の地方学調問題を共有。
・問題バンクに掲載された問題を著作権法等で支障ない範囲内で他の地方自治体が加工して活用できるためのルールを検討中。
➂分析ツールの開発
・地方学調の調査結果について分析した帳票（市町村・学校ごとの正答率、標準偏差等）を作成できるツール（集計支援ツール）
を公開。
④取組の推進
・「地方自治体の学力調査等のCBT化検討研究会」を定期的に開催し情報発信や事例の共有等を実施。
・令和４年度は４都道府県・３市町村で実施・試行。５年度は約11都道府県・約５市町村が準備・実施。

〇国や地方自治体等の公的機関等が作成した問題約４万問を活用可能。

教員自身が問題作成することも可能。
〇 授業や朝学習、家庭学習等においてMEXCBTの活用が進んでおり
文部科学省HP等で活用場面や活用例を掲載。

２． MEXCBT×日々の学習

【千葉県】君津市立清和小学校 【宮崎県】川南町立唐瀬原中学校

３． MEXCBT×地方学調

４． MEXCBT×教員養成大学

〇希望する大学の教育学部の教員養成課程で行われる模擬授業等において、MEXCBT活用を実施。

MEXCBTの取組状況

日々の学習の様子

５． MEXCBTを含む教育データの分析活用方策の検討

〇地方自治体ととともにMEXCBTデータを含む教育データの分析活用のモデルや分析活用できる仕組みの調査研究を実施。

教員による教材作成例

①機能等の開発
・調査の作成や調査の付属情報の登録等のできるシステム（テスト
作成サイト・問題情報管理システム）の構築。
・記述式問題の採点をMEXCBTシステム内でできるシステム（記述
式手動採点システム）の構築。
・調査結果をＣＳＶ形式で自治体が取り出すことができるシステム
（解答結果提供サイト）の構築。
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【問題例②：STEPS in OSAKA（大阪府）】
○４技能５領域と到達度（CEFR-J）で区分された「大阪版CAN-DOリスト」に対応した
問題搭載がされており、児童生徒の実力に応じた問題の実施や能力の把握がしやすい。

○児童生徒が学年にとらわれず自学自習も可能となるように解答・解説も丁寧に掲載。

【問題例①：ちばっ子チャレンジ（千葉県）】
○学年や学習内容ごとに作成されており、授業進度に応じた活用が可能

MEXCBT搭載問題

問題の名称

入門問題

全国学力・学習状況調査

中学校卒業程度認定試験

高等学校卒業程度認定試験

全国学力・学習状況調査を題材とした動画問題

PISA（国際学力調査）の公開問題（2015、2018）

情報モラル学習問題

千葉県作成「ちばっ子チャレンジ100」「ちばのやる
気学習ガイド」

山口県作成「やまぐち学習支援プログラム」

さいたま市作成「基礎学力定着プログラム」
大阪府作成「STEPS in OSAKA」

岩手県作成「岩手県学習定着度状況調査」「岩手県中
学１年生英語確認調査」

幸手市作成「パワーアップシート」「確認テスト」

実用英語技能検定

実用数学技能検定

日本漢字能力検定

テスト作成サイトで教員等が作成した独自問題
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MEXCBT×日々の学習（初めてMEXCBTを活用する）

文部科学省CBTシステム（MEXCBT:メクビット）を日々の学習の中
で活用いただいている学校の取組を以下のように取りまとめました。
初めてMEXCBTを活用される教員委員会や学校の先生方、是非
ご参照ください。

区 分 具 体 例

１．単元（授業）づくり
〇単元（授業）をつくる際のゴール設定に活用できます
⇒授業づくりの際に教科書やプリントの＋αとしてMEXCBT問題を活用することで授業改善につなげています
【（大阪府）枚方市立開成小学校】

２．教材（テスト・問題）
づくり

〇自作教材をMEXCBTに搭載し、授業で使ったり、課題として配信したりできます
⇒理科の植物の問題では、子供たちが観察実験で撮影した実際の画像を使用して問題を作成しました。
【（千葉県）君津市立清和小学校】

⇒授業で実際に行った、面積の等積変形の様子、立体の展開図の頂点や辺の位置関係などを、子供たちが問題を通
じて確認できるように作成しています。【（熊本県）大津町立大津小学校】

３．授業の振り返り

〇本時の授業内容が身に付いているか把握するために活用できます
⇒単元計画にMEXCBTを活用した振り返りを設定し、授業の最後に練習問題としてMEXCBTに取り組ませています。
【（大阪府）枚方市立開成小学校】

⇒「さいたま基礎学力定着プログラム」は解き方が丁寧に扱われているため、補助教材として活用しています。
【（埼玉県）さいたま市立大宮別所小学校】

⇒児童の解答状況を把握することができ、支援の必要な児童にすぐに声をかけることができます。
【（広島県）福山市立深津小学校）

⇒主に国語科の授業で、中学校内容の学び直し教材として活用しています。【（熊本県）松浦学園城北高等学校】

４．定期テスト

〇国や自治体が作成した問題などを定期テスト等に活用できます
⇒毎月末、国や自治体が作成した問題を活用した月例テストを小学校３～６年生を対象に実施しています。
【（千葉県）山武市立日向小学校】

⇒紙ベースで実施してきた校内基礎学力定着テストをCBT化し、子供たちに馴染みある取組として継続しています。
【（千葉県）君津市立清和小学校】

５．家庭学習
〇家庭学習の課題（宿題）として活用できます
⇒家庭学習用に「○学年○月学年課題」というテストグループを作成し問題を配信しています。また、臨時休業時
には各学年１００セットの問題を配信し問題演習に挑戦させました。【（新潟県）佐渡市立南佐渡中学校】

MEXCBTって
授業でどうやって
活用するの？

※MEXCBTの活用事例等については、文部科学省HPやGIGA StuDXメールマガジン等を通じて情報発信しています。
文部科学省HP「文部科学省CBTシステム（MEXCBT:メクビット）について https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00001.html
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文部科学省HP「文部科学省CBTシステム（MEXCBT:メクビット）について」掲載
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00001.html

MEXCBT×日々の学習（イメージ）

令和5年7月現在、18の活用事例
を下記の文部科学省HPに掲載し
ています。活用事例は毎月更新
しています。

【千葉県】君津市立清和小学校 【熊本県】大津町立大津小学校

7【埼玉県】さいたま市立大宮別所小学校

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00001.html


地方自治体の学力調査等におけるMEXCBT活用事例

具体的な事例は以下の通り。各自治体の学力調査の目的やニーズに合わせた実施をサポート。

8

福岡県春日市

➢ 各学年算数・数学の内容の基本的な学習内容の習熟を測定することを目的。
➢ 全ての問題を自動採点可能な形式とすることで学校現場の負担を軽減。

さいたま市

➢ 市が策定した「さいたま読解力向上プロジェクト」
の一環として、デジタル端末を活用した読解力の
育成を図るために、タブレット端末を活用して、
児童生徒の読解力の状況を把握・分析し、学校
における児童生徒への教育指導の充実に役立て
るねらい。

岡山県

➢ 全国調査の過去問題から選択・構成することで、問題作成の負担が小さく、短いサイクルで学習・
指導改善を促進。

➢ 秋に期間を設けて学校単位で実施することで、県の課題解消に向けて取り組んだ指導の成果を
検証することが可能。

文章や資料・図な
ど、多様な情報源
から判断して答え
を導く問題構成

８割未満の得点と
なった児童生徒の
データを抽出して
学校へ返却

児童生徒は端末上
から結果確認・振り
返りが可能



〇 新型コロナウイルス感染症の対応等、各学校（小・中・高・大学等）の状況を効率的かつ迅速に把握することが求められている。

〇 教育委員会や学校等を対象とした調査において、クラウド上で回答することによる調査集計の迅速化、統合作業の削減による教育委員会等の負担

軽減にも資するシステムを開発。

〇 学校現場や教育委員会からも調査結果の自動集約や即時的な可視化・分析や利活用のニーズが高い。

〇 令和4年度においては40の調査を試行。令和5年度は約80の調査を実施予定。

「文部科学省WEB調査システム」（EduSurvey）について

学校から提出された
複数のエクセルを統合
するのが大変。

ミスも起きやすい・・・

学校の回答が直接届く
ので、教育委員会での
統合の手間が削減。

教育委員会 教育委員会

文科省

都道府県から提出
されたエクセルをもと
に、独自に集計や
分析の手間が発生。

文科省

現在、EduSurveyを使って実施済・実施中の主
な調査

• R４副教材配布冊数等調査

• ウクライナから日本に避難した子供の学校への
受入状況について

• 新学期における公立学校臨時休業状況調査

• バス送迎に当たっての安全管理に関する緊急点
検

学校が回答したら即時
に結果の確認が可能。
可視化ツールで集計や
分析が簡単に！

※一般的に新システム導入時には操作方法に不慣れなた
め負担増と認識されやすい傾向にある中の結果であること
に留意。

約６割が負担軽減を実感！
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EduSurveyの普及展開

10

※文科省が実施する
業務調査数は約240
（令和３年の数値）

令和3年度 令和4年度 令和5年度

開発 ・プロトタイプ版検討・実証 ・プロトタイプ版の開発 ・調査の利便性向上のための機能追加
例）
・表形式での回答
・回答送信前の確認画面機能 等

保守・運
用

・試行運用を開始

・40調査を試行

・本格運用を開始

・約80の調査を実施予定

・調査結果データの可視化機能の追加

●EduSurveyの普及展開

●EduSurveyに新たに追加される機能（令和5年度）

・表形式での回答が可能に

➡対象調査の増加により、

調査数が更に増加！

・確認画面の追加
・印刷機能の追加

➡ユーザー（回答者）の
利便性向上！



複数の調査を掛け合わせた分析のイメージ ※あくまでもイメージであり、実際のデータとは異なります
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「文部科学省WEB調査システム」（EduSurvey）の分析機能

〇 EduSurveyで行った調査結果はデータ型が揃っているため、複数の調査を掛け合わせたデータの可視化を簡単に実現。
〇 調査結果を掛け合わせてグラフや地図で見える化し、一目で傾向をつかんだり、相関関係を導き出したりすることができる。
〇 調査結果を、より効率的・効果的に活用することが可能となり、EBPMの推進につながる。


